









































































































































Mémoires et anecdotes sur la dynastie régnante des djogouns, 












75 cm、横 45 cm、厚さ 1.5 cmという大き
さは、題經寺の現在の参拝対象である板本






とであり、天明時代からちょうど 15年ほど後のことである。オリジナルの 4分の 1ほどの大きさ
に縮小されているのは、掛け物として飾るために、より便利な大きさの版画を作るという配慮によ
るものだと思われる。この時代、護符の需要が高まり、その結果、版木がたびたび新しくされたに
違いない。
　ちょうどこの時期に板本尊が「再発見」されたことは、おそらく偶然ではないであろう。同じく、
宗祖日蓮の 500年遠忌が天明年間のさなかに記念されたことも偶然ではないであろう。そのとき、
板本尊の霊験あらたかな効能がとりわけ待ち望まれていたに違いないからである。
　描かれた像を帝釈天として認めるのが困難だという問題について明らかにしておこう（図 7）。
たしかに、帝釈天であるという文字による明白な説明を無視することはできない。だが、仏教図像
学からは認められない身振り、身なり、持ち物、そして容貌から考えると、これはむしろ野蛮で恐
ろしげな見かけを持った、ある存在に関わりがあるように思える。顔の表情、髭、剣、左手の身振
りなどの恐ろしげな見かけは、しばしば恐ろしい外見をもつ神々のように、悪魔や疫病神を退散さ
せるのである。神々は、一年のある時期に共同体の外部から来訪するのだが、その来訪は浄化や魔
除けの効果をもっている。この超自然的な存在は、日本の民俗学では「客人神」の名で知られてい
る。髭のはえた人物が右手に持っている剣は「木剣」に似ている。木剣はかつては柳か桃の木の枝
で、日蓮宗のいくつかの宗派では「木剣払い」の儀式の中で使われていた。この「木剣払い」はま
さに疫病が流行した時に行われたのである。
　帝釈天のご利益はこんにち「除疫開運」であり、また「商売繁盛」である。
　おふだを民具として分類すると、道具や器物と比べて、文字と絵がおふだにもたらす大きな利点
があることが分かる。おふだの文字や絵は、ひとつの民間信仰の内容を理解させてくれるだけでは
なく、さらに私たちをその歴史のなかに潜り込ませてくれるのである。
